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1.はじめに

2003年度から各高等学校において教科として「情報J

が必修となる。先行研究1),2)では, 2000年度には,

広島大学附属小学校,附属中学校,附属高等学校にお

いて,小学校から高等学校までの連接を見通した系統

的・体系的な情報教育のカリキュラムの開発,実践研

究,また2001年度には附属中学校,附属高等学校にお

いて,各教科との連接を深めた小単元開発を行ってき

た。これまでの研究では,情報科目を総合学習の一環

としてとらえ,教科発展型の総合学習の中での教材開

発という感が強かった。しかし,来年度からは教科と

して「情報」が設定されるので,教科としての教育課

程を開発する必要がある。

また, 「情報」の実施については,附属高等学校に

おいて「情報A」の実施のため,教科「情報」の目標

にある3つの観点の中でも「情報活用の実践力」, 「情

報の科学的な理解」に焦点をあて,小単元の開発や実

践研究を行うなど, 「情報活用能力」の育成を目指し

た実践研究を行ってきた。さらに,情報教育を行うた

めのレディネス調査として, 2002年4月の入学時に附

属中学校1年生120名,附属高等学校200名に対しコン

ピュータ利用についてのアンケート調査を行った。こ

のアンケート結果より,ワープロソフト,表計算ソフ

ト,プレゼンテーションソフトの利用経験については,

半数以上の生徒が利用したことがあり,約9割の生徒

がインターネットを利用したり,電子メールを利用し

たりしており,生徒のコンピュータスキルは比較的高

いということが明らかになった。この要因としては,

小・中学校において各教科や「総合的な学習の時間」

の中で情報教育が推進され,コンピュータソフトを利

用して,文書を作成したり,図や絵を描いたり,調査

内容についてプレゼンテーションソフトやWEBを利

用して発表したりなど,基礎的なコンピュータスキル

を習得しているということが考えられた。

これらの実践研究と調査結果より,教科「情報」の
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実施について,附属高等学校では「情報活用の実践」

が中心である「情報A」の内容より, 「情報社会に参

画する態度の育成」を主とした「情報C」の内容が適

しているのではないかと考えられた。

そこで本稿では,これまでの研究をふまえて,教科

「情報」の実施に向けての人的環境整備,また小・中

学校までの学習経験を生かし,かつ発展的な内容を取

り入れた「情報C」の学習計画,具体的な評価基準の

作成,また,教科「情報」の実施について,大学での

情報科教員養成の内容との関連について考察を行う。

2.教科「情幸田の学習目標の設定

2000年度までの研究より,附属中・高等学校では情

報教育の目標を次の2点に設定し, 「情報活用能力」

の育成を掲げている。

(1)情報技術や情報資源に対する理解を深め,具体

的な問題解決活動を通して情報活用能力を養

う。

(2)情報および,情報が人間や社会に及ぼす影響に

ついての理解を深め,情報社会における態度と

責任感を育てる。

「情報活用能力」という概念について歴史的経緯を

たどれば, 1986年4月の臨時教育審議会第二次答申に

おいて「情報及び情報手段を主体的に選択し活用して

いくための個人の基礎的な資質」を指すものとされ,

「読み,書き,算盤」と並ぶ基礎・基本として位置付

け,学校教育においてその育成を図ることが提言され

ている。学習指導要領においては,目標の3つの観点

である「情報活用の実践力」, 「情報の科学的な理解」,

「情報社会に参画する態度」とも捉えることができる

だろう。これをふまえ,附属中・高等学校では「情報

活用能力」を次のように捉えている。

「情報活用能力」とは,生徒が課題解決において,

大量の情報から必要な情報を主体的に収集,分析し,

最も適切な情幸削こ加工して発信する能力であるO
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この「情報活用能力」は高度情報化社会を生き抜く

素養,つまりリテラシーであると考えられる。しかし,

ここでいうリテラシーとは,単にコンピュータや情報

通信ネットワークを用いた情報の操作・表現方法に関

する知識的なリテラシー,つまりコンピュータ・リテ

ラシーというわけではない。現存するコンピュータな

どの情報機器の操作方法を学習し,習得したとしても,

それが10年後,いや5年後でも役立つとは限らない。

近年の高度情報通信社会の発達により,情報を媒介す

るメディアが発達し(テレビ,ラジオ,雑誌,新開に

加えインターネット, CD-ROM, DVD-ROM, CS放

送などの電子メディア),多様化しつつある状況では,

コンピュータなどの情報機器の操作方法よりも,そこ

から得られる情報に対し,どう主体的に受容し,活用

していくかが重要となってくる。

そして,このメディアの発達により,メディアは単

なる文字,普,映像などの情報を介し,伝達するもの

から,文字,普,映像などによる多様な情報を,電子

メディアを通して受容し,統合的に処理し,さらに同

時的に発信できるという双方向コミュニケーションを

可能にした「マルチメディア」 -と変容を遂げること

になる。つまり,メディアを介してのコミュニケーショ

ンが可能となるということである。昨今の情報教育に

おいては,コンピュータを用いた問題解決や情報の収

集・発信に加え,この「コミュニケーション能力」の

育成も求められている。 「コミュニケーション」とい

う活動については様々な捉え方があるが,基本的には,

情報の送り手が,ある事柄について自己解釈を行い,

その解釈された情報を媒体にのせて送り,受け手がそ

れを解釈するという活動であると考えられる。このコ

ミュニケーションにおける媒体が,情報機器の発達に

より,単なる音声や画像だけでなく,それらを統合的

に扱うことができるようになった。しかも遠隔の複数

の相手に対してリアルタイムで双方向的なコミュニ

ケーションができるようになってきている。このよう

に高度情報通信社会の発達は,新たなコミュニケー

ション社会を形成することになった。その中で求めら

れている基礎的な能力が「メディア・リテラシー」で

あるといえよう。この「メディア・リテラシー」には

様々な定義があるが,教科「情報」において育成した

い能力として,附属中・高等学校では次のように捉え

ている。

「メディア・リテラシー」とは,生徒が様々なマル

チメディアを介して得られる情報を,単に受容するの

ではなく,創造的に解釈を行い,客観的に評価しT　適

切なマルチメディアを通して,能動的にメッセージを

発信する双方向コミュニケーションを可能にする能力

である。

この「メディア・リテラシー」は学習指導要領では

特に取り上げられていないが,教科「情報」の目標の

3つの観点の土台となっているとも考えられる。この

「メディア・リテラシー」と先に挙げた「情報活用能

力」を合わせて「情報リテラシー」 (または広義の「情

報活用能力」)と捉え,附属高等学校情報科(仮設)

では,この「情報リテラシーの育成」を学習目標とし

て設定し,先の2点の目標に次の(3)を加え,教科「情

報」の学習目標として設定した。

情報科の学習目標

(1)情報技術や情報資源に対する理解を深め,具体

的な問題解決活動を通して情報活用能力を養

う。

(2)情報および,情報が人間や社会に及ぼす影響に

ついての理解を深め,情報社会における態度と

責任感を育てる。

(3)高度情報通信社会において,より効果的なコ

ミュニケーションが行われるよう,メディア・

リテラシーを基盤とした情報リテラシーを育

てる。

3.教科「情報Jの実施に必要な人的整備

まず,教科「情報」の実施について,附属中・高等

学校内での体制,つまり教官の関わり方について考察,

提案を行う。教科「情報」は,教科として設置されて

いるので, 「情報科」として他教科同様に考えなけれ

ばならない。しかし,附属高等学校での教科「情報」

の免許所持者は4名(内2名数学科, 1名理科, 1名

家庭科)であり, 「情報」の授業を専門として持つこ

とは現実的に考えられない。そこで附属中・高等学校

には情報教育の研究・推進を図る委員会として「情報

教育推進委員会」を設置している。この「情報教育推

進委員会」の目的は,附属中・高等学校における情報

教育の推進を図ることであり,研究部長,情報館担当

教員を含め,各教科の代表1名から構成されている。

主な任務としては,情報教育に関する基本計画(研究

計画,ソフトウェアの選択および,機器拡充の計画な

どを含む)を策定,情報教育に関する資料の収集,餐

備,情報教育に関する研修会の企画,運営,また,教

科を中心とする情報教育に関する研究活動を推進す

る,などがある。

現在は,この委員会に情報科免許所持者4名を加え,

来年度からの情報科の実施計画について検討を行って

いるが,この各教科からの代表者から構成される「情

報教育推進委員会」によって, 「情報」の企画,運営,
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また情報科免許所持者と情報教育推進委員がティーム

ティーチング(以下TT)を組んで実際の授業にも取

り組んでいくべきであると考える。その理由としては,

「情報C」の学習内容を踏まえた場合,情報のディジ

タル化や情報通信ネットネットワークの内容では,情

報科学的な知識が必要であり,情報の収集・発信と個

人の責任,情報化の進展と社会への影響については,

情報社会に関する社会的な知識が必要である。また,

情報の発信・表現については国語的,芸術的な知識も

必要であろうと考えられる。つまり, 「情報」の学習

に必要な要素は,各教科の内容に即しており, 「情報」

の授業を担当する教官は単にコンピュータに詳しいと

いう教官に限らないといえる。

また,教科「情報」の学習内容には実習的内容が多

く,学習内容の性格上,情報機器,つまりコンピュー

タなどの操作に,学習進行が依存してしまう部分が多

い。この点については,以前から附属中・高等学校に

おいて総合学習の一環として行っていた情報教育の実

践研究において,コンピュータスキルのある生徒は,

自分で先の方へ進んでいくが,スキルがない生徒はそ

の何倍もの時間がかかってしまうということから明ら

かになっている。2)そして,スキルがない生徒に教官

が対応しなければならないので,操作指導に時間がか

かり,授業の目標とするところまで進めないというこ

とも起こってしまう。さらに,生徒の評価について,

ペーパーテストだけでは評価しにくい部分が多く,坐

徒の学習活動などを評価する場合,教官1名で1クラ

ス40名を同時に評価することが殆ど不可能であり,刺

作物やレポートでの評価となってしまう。こうなると,

やはりスキルの有無に評価が左右されてしまう。この

ような状況が続けば,生徒の学習活動を正しく評価す

ることができなくなり,本校が情報教育の目標として

いる情報リテラシーの育成につながるとは考えられな

い。

以上の理由から,教科「情報」の授業を企画,担当

する教官の人的補助が必要であると考えられる　2003

年度は高等学校1年生5クラスで「情報C」の授業を

1単位実施する予定であるが, 1つのクラスに対し

2-4名の教官でTTの形態で授業にあたることが望

ましいと考えられる。これは主として授業の進行担当

(情報科免許所持者が担当)が1名,また生徒の活動

の補助,並びに学習活動の評価の担当が1-3名とい

う割合で考えている。そしてその配置については弾力

的なものとし,学習内容によってその人数を変化させ

たり,学習内容によっては,授業進行者をTTの教官

とし,情報科免許所持者がその補助にあたることも考

えられよう。

また,大学・大学院の学生・院生にTAを依頼して,

授業の補助にあたってもらうことも考えられる。 2004

年度から工学部, 2005年度から教育学部, 2006年度か

ら理学部の学生に対し,本校において高校1種「情報」

免許取得予定者の教育実習「中・高実習Ⅱ」が始まる

ことになっている。これらの学生は,大学で情報に関

する専門的な授業を受けているので,生徒の専門的な

質問にも答えることができるであろうし,コンピュー

タなどの情報機器のトラブルについても対処できるで

あろうと考えられる(現在は,約2-4名の教官で対

応している)。さらに,将来教職を希望している学生

にTAを依頼することになるので,教育実習の事前指

導にもつながり,また,その結果をふまえて有意義な

教育研究ができるであろうとも考えられる。

4.学習評価の観点と方法

普通教科「情報」の教科目標は「情報及び情報技術

を活用するための知識と技能の習得を通して,情報に

関する科学的な見方や考え方を養うとともに,社会の

中で情報及び情報技術が果たしている役割や影響を理

解させ,情報化の進展に主体的に対応できる能力と態

度を育てる」ことである。教科「情報」の学習評価は,

生徒がこの目標を達成するために行わなければならな

い。特に,教科「情報」は実習的な内容が多く,単に

学期末において総括的な評価をするだけでは,生徒の

学習を正確に評価しているとはいえない。また,この

評価については,生徒のコンピュータスキルや情報機

器,情報社会についての知識のみを評価するものでは

なく,生徒の達成度を測るものでなければならない。

そこで,教科「情報」 (本稿では「情報C」に限る)

の学習評価について以下のように提案する。

教科「情報Jの評価方法(案)

(1) 「情報」の学習に入る前に,コンピュータスキル

や,マルチメディア,情報社会における倫理観に

関するレディネスについてアンケート調査を行

い,生徒の達成度を測る参考とする。 (診断的評

価)

(2)情報の収集,整理,発表の過程や,授業での取り

組みについて評価する。この評価は制作物のでき

によって左右されるものではなく,学習活動の様

子,制作物の表現の工夫など総合的に評価しなけ

ればならない。評価方法については,生徒同士の

相互評価,自己評価,またTTの教官による活動

観察,制作物の評価など様々な方法を用いて多面

的に評価する。 (形成的評価)

(3)単元の終わりに,調査結果のプレゼンテーション
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表1　「情報C」の評価の観点
関心 .意欲 . 態度 思考 .判 断 技 能 .表現 知 識 . 理解

情 報 のデ ィジ タル化 や情 報 表現 や コ ミュニ ケ ー シ ョン 情 報 の デ ィジ タル化 や情報 表 現や コ ミュニ ケー シ ョン

通信 ネ ッ トワー クの特性 に の 目的 に応 じて 方法 を工 夫 通 信 ネ ッ トワー クの特 性 を にお いて コ ン ビユ】 夕な ど

関心 をもち, 表 現 や コ ミユ した り, 結 果 を踏 まえ て改 生 か して, 表 現や コ ミユニ を効果 的 に活用 す る ため の

ニケ ー シ ヨンにお い て コ ン 善 した りす る と とも に, 悼 ケ ー シ ヨ ン に お い て コ ン 基礎 的 な知 識 を身 に付 け る

ビュー 夕な どを活用 しよう 報 の収集 .発 信 に伴 う問題 ビュー 夕な どを効 果 的 に活 とと もに, 情報 化 の進展 が

とす る と ともに, 情 報社 会 な どを踏 まえた適 切 な判 断 用 す る。 社 会 に及 ぼす影 響 を理解 し

に主体 的 に参加 しよう とす

る。

をす る。 てい る。 .

(評価 方法 ) . T T に よる活動 観察 . T T に よる活 動観 察 - 単車 項 目毎 の ペーパ ー

. T T による活動 観 察 .生 徒相 互 の制作 物評 価 .生徒 相互 の 制作 物評 価 テス ト

. 生徒 の 自己評 価 . T T に よる制作 物評価 . T T による制 作物 評価 . T T に よる活 動観 察

や制作物について評価を行う。方法については,

生徒同士の相互評価,自己評価,またTTの教官

による評価などを総括し,評価を行う。また,高

等学校段階において習得しておきたい情報科学的

な知識については,ペーパーテストを利用して評

価を行う。 (総括的評価)

5. 「情報C」の学習内容の検討

高等学校における教科「情報」の実施について検討

するとき,中学校技術・家庭科においてどのような学

習がなされたかということを考慮しなければならな

い。中学校学習指導要領5)の技術・家庭科の技術分野

「B　情報とコンピュータ」においては,

(必修内容)

・情報手段の特徴や生活とコンピュータとのかかわり

について知ること。

・情報化が社会や生活に及ぼす影響を知り,情報モラ

ルの必要性について考えること。

・コンピュータの基本的な構成と機能を知り,操作が

できること。

・ソフトウェアの機能を知ること。

・情報の伝達方法の特徴と利用方法を知ること。

・情報を収集,判断,処理し,発信ができること。

(選択内容)

・マルチメディアの特徴と利用方法を知ること。

・ソフトウェアを選択して,表現や発信ができるこ

と。

・プログラムの機能を知り,簡単なプログラムの作成

ができること。

・コンピュータを用いて,簡単な計測・制御ができる

こと。

とあり,情報機器の操作や活用方法などを育成する分

野,コンピュータプログラムや情報機器を用いた計

測・制御の理論,方法など情報技術に関する知識を習

得する分野,情報伝達のマナーや著作権などの情報社

会で必要な社会観や倫理観を育成する分野から構成さ

れている。高等学校において教科「情報」を実施する

には,中学校段階において情報教育に関して,どの内

容をどの程度まで学習しているのか,教科「情報」の

内容との関連がどのようになっているのかを把超し,

生徒の発達段階に合致し,中学校段階までの情報教育

を発展させた学習内容の選定を行う必要があると考え

られる。

また,高大連接を見通した,高等学校段階での情報

教育のあり方について考えるには,情報科教員志望の

学生のための情報科の教員養成の課程認定を受けた大

学においてどのようなカリキュラムが構成されてい

て,高等学校での教科「情報」 (本稿では「情報C」)

の学習内容とどのような関連があるのか,ということ

について考察することも必要であろうと考えられる。

そこで図1において,中学校「技術・家庭　技術分野」,

高等学校「情報C」の学習内容,また,広島大学技術・

情報コースにおける情報教育に関する科目との関連を

示す。

図1は,内容に関連があるものについて実線で結ん

でいる。この関連図から分かることについて以下述べ

D,-

・中学校「技術・家庭　技術分野」では主にコン

ピュータの操作方法や利用方法など「情報活用の実

践力」の育成に重点が置かれている。しかし,コン

ピュータスキルの育成だけに留まらず,著作権や情

報通信におけるマナーなど, 「情報社会に参画する

態度」の育成についても取り扱っている内容もある。

(文献3), 7)参照)

・今後高等学校に入学してくる生徒は,ワードプロ

セッサソフトで文書を作成したり,表計算ソフトを
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中学校「技術・家庭　　　　　　　　　高等学校「情報C」8)　　　　　　広島大学教育学部技術・情

技術分野」7)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報コース3)

項 目 名 項 目 名 科 目 名

.必

修

コンピュータの仕組

みと基本操作

わたしたちのくらしの中の情報 情報社会論メ
情報のディジタル化 情報処理学概論 I

必

修
コンピュータの利用 社会で利用 されている情報シ

ステム

情報処理学概論Ⅱ

コンピュータ活用演習
必

倭

情報通信ネットワー

'・蝣i"1刊

ネットワークのしくみ アルゴリズム論

学校紹介 W eb ページの制作 ディジタル制御の理解
必

修

情報社会と私たちの

責任
情報化の恩恵 知識情報処理の理解
情報化が内包する問題 情報理論の学習

選

択
マルメディアの活用 情報の二律背反 信号処理の理解

ネットワークが変える社会 . 情報システムの理解
選

釈

プログラミングと計

測 .制御
情報通信社会を発展 させ,守っ

ていくには
情報システムの設計

データベース活用論
総合実習 情報ネットワークの理解

情報ネットワークの設計

マルチメディアの活用 ′

画像情報処理の理解

情報と職業

図1中学校「技術・家庭　技術分野」,高等学校「情報C」の学習内容と広島大学教育学部技術・情報

コースにおける情報教育に関する科目の内容の関連

用いて表やグラフを作成したり,インターネットや

電子メールをしたりなど,コンピュータの操作につ

いてある程度のスキルがあることを前提にして,そ

の内容を発展させた学習内容を編成しなければなら

an

・中学校「技術家庭　技術分野」と高等学校「情報

C」を比較すると,中学校段階での学習内容が何ら

かの形で「情報C」の内容に関連しており,しかも

「情報C」では「情報社会に参画する態度の育成」

に焦点があてられているので,この内容においては

中学校段階の内容と比較して,情報化の光と影の部

分や高度情報通信社会についての内容などより深い

ところまで入っている。

・高等学校「情報C」と情報科教員養成の大学での科

表2　高等学校「情報C」

日を比較すると,大学では情報システムや情報通信

ネットワーク,ハードウェア,ソフトウェアなどの

情報科学的な内容が多い。高大連接を考えた場合,

高等学校段階において, 「情報の科学的な理解」に

ついての内容をより充実させなければならない。

上記の考察の結果より,教科「情報」の実施にあた

り,情報科学的な内容を増やし,かつ情報社会に主体

的に参画することを主たる目的としたカリキュラムを

作成しなければならない。

また,学習目標については,先に考察した観点別評

価を考慮し,観点別評価の評価基準になりえるもので

なければならない。

これらの考察を基にした「情報C」のカリキュラム(寡)

を以下に示す。

のカリキュラム(莱)

(単元名,学習内容は文献8)を参照。下線部分が追加した内容)
単元名 学習目標, 評価基準 評価方法 , 配慮事項

●情 報機 器 の 発 達 と . 身のまわ りの情報機器 について, その種類 と特性や, デ イ ○活動観察 , プリン ト

○活動観察 , プリント

デ ィジタル化 ジ夕ル化 によ り統合的に取 り扱 うことがで きることを理解

.わた したちの くらし

の中の情報

.情報のディジタル化

する。 (知識 . 理解 )

.情報 のデ ィジ タル化の仕組みや , またデ ィジタル化 のメ
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m ffl tm ≡

リツト, デメリットについて理解する。 (知識 .理解) .

. 情報理論より, 情報の. 「情報」というものを考えるときに, 「情報量」と 「情報の

価値」について考えることで, 情報の量の持つ意味につい 価値, 情報量について

て理解 し, 具体的な情報について情報量や情報の価値を判 簡単に取 り扱 う0

○活動観察, 発表, プリ

ント (ペーパーテスト

を含む)

断できるようなる。 (知識 .理解, 思考 .判断)

●ネ ッ トワークとコ

ミュニケーション

.社会で利用されてい
.社会で利用されている情報システムの種類と特性について ○プリント

○プリント

.ネットワークの分析,

る情報システム 理解する。(知識 .理解)

. ネットワークの仕組 -情報通信ネットワークの仕組みとセキュリティを確保する

,-i.

.効果的な校内 LA N

ための工夫について理解する。(知識 .理解)

つ育報伝達の速度や容量を表す単位について理解 し, 情報通

信を速 く正確に行うための基本的な考え方を習得する。 (知

識 .理解1 思考 .判断) .

l学内 L A N の設計など具体的な課題に対 し, 情報 を収集

旦墜筆

.学級紹介 W eb ペー

し, 分析を行い, 工夫して設計 し, 効果的なネットワーク 設計, 構築については

の分析, 設計, 構築を行う。 (技能 .表現)

- 身近な情報を題材 として取 り上げ, コンピュータなどのマ

具体物を使ったり, 図

式化したりして考えさ

些旦旦

○活動観察, 制作物

○活動観察, 制作物

.様々なマルチメディア

ジの作成

.マルチメディアの特

ルチメディアを用いて文字 .音声 .画像などの多様な形態

の情報を統合的に取 り扱い, その特徴や利用の方法を習得

する。 (関心 .意欲 .態度, 技能 .表現)

. メディアの意味や種類について理解 し, マルチメディアの

(S ハー ドウエアやソフ トウエアについては実際に操作 しなが の特徴を踏まえて, 工

らそれらの特徴について理解するO (知識 .理解1 技能 .表 夫された作品を制作さ

堤と 堂旦旦

○制作物

●情幸田ヒの光と影 .多くの情報が公開され流通している実態があり, その中で こ実際の事例を多 く取 り

.情幸田ヒの恩恵 自分に必要な情報を取捨選択ができ, また自分で情報発信 上げ, その内容につい

.情報化が内包する問 ができるようになる。それらを通して, 情報の保護の必要 て生徒で議論させる0

@ 性及び情報の収集 .発信に伴って発生する問題と個人の責 .掲示板や電子メールを

.情報化の二律背反 任について考える。 (思考 .判断) ど情報通信ネットワー

クを活用してコミュニ

ケーションさせたい。

○活動観察

●情報通信社会を築く .現代社会の問題の解決に情報ネットワークがどのように寄 .様々なメディアを用い

.ネットワークが変え 与できるかを考え, 情報を収集し, それらを分析, 判断し, て自己表現させる。

る社会

.情報産業 .情報通信

自ら工夫 したよりよい高度情報通信社会の構築案を制作す ○活動観察, 制作物

.生徒同士で議論できる
場を設ける0 デイベー

る。(思考 .判断1 技能 .表現)

.社会の高度情報通信化による産業構造の変化や, 情報産

塵墓堅塁運 莱 .情報通信産業の確立, また情報産業の多様化などの高
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. 情事良通信社会を発展

させ, 守ってい くに

は

度情報化社会の現状について理解し, これらの社会を発展 トなども1 つの方法と

して考えられる0させ,よりよく生きていくための在 り方について考える。(関

心 .意欲 .態度ー知識 .理解) .社会科の教官に講義を

依頼することも考えら

れる。

○活動観察

○プリント (ペーパーテ

ストを含む)

●総合実習 .これまでの学習をふまえて, 情報社会に関するテーマを設 ○活動観察, プリント

.総合実習の進め方 定 し, 調査, 考察, 研究, 発表, 評価を通して, 自己学習 ○発表

.総合実習の実際 力, 問題解決能力を高める。(関心 .意欲 .態度) ○制作物

.総合実習の実践例 .総合実習において, 情報の収集, 発信, 発表を行う中で,

効率的にマルチメディアを活用 し, 伝えたい内容を効果的

に伝える方法を習得する。 (技能 .表現)

.情報の発信において情報通信ネットワークを活用 し, 効果

的なコミュニケーションを行うことで,情報の表現やコミユ

ニケーシヨンに関する技法を習得する0 (技能 .表現)

6.おわりに

本稿では,教科「情報」の実施に向けての人的環境

整備,また小・中学校までの学習経験を生かし,かつ

発展的な内容を取り入れた「情報C」の学習計画,評

価基準の具体案の作成,また,教科「情報」の実施に

ついて,大学での情報科教員養成の内容との関連につ

いて考察を行った。この考察からは,中学校,高校,

大学との連接を踏まえた場合,情報リテラシー的な教

材のみならず,情報科学的な内容を付加したカリキュ

ラムが必要であるという結果が得られた。一般に情報

科学的な内容は難解であるという認識が強く,コン

ピュータの操作はできるが,その仕組みや理論となる

と弱いという人は多い。高等学校段階においては,情

報技術の専門家になるための知識ではなく,高度情報

通信社会で生活し, '仕事を得て,働いていくための知

識を習得しなければならない。そのためには,より身

近な内容を教材化し,コンピュータなどのマルチメ

ディアを効果的に活用して,問題解決を図っていくと

いう学習が行わなければならないと考えられる。

今後の課題として,この計画案について情報教育推

進委員会において議論を重ね,よりよい実施案として

推蔽されなければならない。その上で来年度実際に試

行することで,新たな課題が発見されると考えられる。

また,人的環境の整備については,教官の持ち時間な

どの問題と非常に深く関係しており, TTは実現が困

難であるかもしれない。しかし,教科の特性からも

TTは必要事項であり,全ての教科の教官と大学から

の学生・院生のTAの協力によって,生徒の情報リテ

ラシーを育成していく形となれば,効果的な情報教育

となるであろうと考える。

さらに,学校の設備面の問題として,中学校技術分

野,総合学習だけでなくすべての教科においてコン

ピュータを活用した学習が行われるので,設備の面で

台数不足の事態に陥る可能性が高く,またネットワー

クについても不安定な状況が続いていたり,クラッ

カーによる不正アクセスの脅威にもさらされていると

いう状況である。この点については早急に改善案を提

出し,問題の解決を図りたいと考えている。
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